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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
に
向
け
て
、
議
会
懇
談
会
の

実
施
な
ど
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
の
皆
様
の
意
見
を
参
考

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

議
会
懇
談
会
の
席
上
で
は

「
議
員
は
全
体
的
に
甘
さ
を
感

じ
る
。
質
疑
に
対
し
て
も
腰
砕

け
の
よ
う
に
感
じ
、
歯
が
ゆ
さ

を
感
じ
る
。
信
念
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
」
な
ど
と
叱

咤
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
現
在
の
年
４
回
の
定
例
会

か
ら
通
年
議
会
に
す
る
件
、
常

任
委
員
会
へ
の
議
案
付
託
な

ど
の
委
員
会
運
営
方
法
、
ま

た
会
派
制
の
有
無
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
検
討
を
要
す
る
点
は

多
々
あ
り
ま
す
。

　

議
員
間
の
討
議
、
政
策
立

案
、
厳
正
審
査
、
広
報
広
聴

の
充
実
等
、
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
付
託
に
応
え
、
皆

様
と
の
信
頼
関
係
が
一
層
構

築
で
き
ま
す
よ
う
残
任
期
間

僅
か
で
す
が
傾
注
い
た
し
ま

す
。

　

む
す
び
に
あ
た
り
、
日
本

国
の
平
安
と
安
寧
、
そ
し
て

与
謝
野
町
民
に
と
っ
て
幸
多

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
衷
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
初
春
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

町長問責決議を可決

詳細は１０ページ

役場機構改革の原案

　平成 26 年度中に予定されている改革原案が全員協議
会で提示された。
　地域振興課の廃止、安心安全課及びＣＡＴＶセンター
などの新設が計画されている。野田川庁舎は北庁舎の水
道課・下水道課は従来通り業務をし、住民係の窓口が設
置されサービス窓口として対応するとのことである。

債権管理条例の制定

   詳細は３ページ

新年のあいさつ

信頼される議会をめざして

1 2 月 議 会 の
クローズアップ

議長　赤松　孝一

多
田
正
成

今
と
ど
う
変
わ
る
か

井
田
義
之

具
体
的
な
内
容
こ
そ
大
事

問　
下
水
道
等
の
不
納
欠
損

問
題
や
収
納
対
策
の
た
め
、

本
条
例
の
施
行
に
期
待
す
る

も
具
体
的
進
展
が
不
明
だ
が
。

副
町
長　
条
例
制
定
後
に
具

体
化
し
た
い
。

税
務
課
長　
毎
年
度
の
滞
納

整
理
計
画
・
債
権
管
理
台
帳

等
、
案
は
あ
る
が
26
年
度
施

行
ま
で
に
具
現
化
す
る
。

伊
藤
幸
男

町
債
権
管
理
条
例
の
制
定

低
所
得
層
へ
の
配
慮
を

問　
貧
困
と
格
差
が
広
が
り
、

全
国
的
に
滞
納
問
題
は
深
刻

な
課
題
だ
。
滞
納
回
収
に
総

力
を
上
げ
る
こ
と
は
大
事
だ

が
、
低
所
得
層
へ
の
充
分
な

配
慮
は
行
な
う
べ
き
だ
。

税
務
課
長　
救
済
策
な
ど
充

分
配
慮
し
て
対
応
し
た
い
。

問　
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ

る
と
今
と
ど
う
違
う
の
か
。

税
務
課
長　
業
務
に
対
す
る

管
理
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
。

　

公
共
料
金
の
滞
納
額
の
増
大
傾
向
や

下
水
道
分
担
金
問
題
な
ど
に
歯
止
め
を

か
け
、
町
の
持
っ
て
い
る
債
権
を
、
住

民
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
全
課
統
一

し
た
管
理
と
す
る
た
め
、
債
権
管
理
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

問　
下
水
道
の
時
効
問
題
で

管
理
体
制
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

民
法
、
自
治
法
、
財
務
規
定

を
し
っ
か
り
守
れ
ば
条
例
は

な
く
て
も
管
理
で
き
る
が
。

税
務
課
長　
職
員
の
問
題
意

識
が
共
有
で
き
管
理
業
務
が

強
化
で
き
る
。

問　
条
例
の
な
か
の
第
13
条
、

貸
付
金
に
係
わ
る
こ
と
で
第

三
者
に
貸
付
け
と
あ
る
が
、

第
三
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
の
か
。

税
務
課
長　
町
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
へ
そ
し
て
個
人
へ

貸
付
け
る
場
合
が
あ
る
。

問　
第
14
条
に
消
滅
時
効
が

完
成
し
た
と
き
と
あ
る
が
、

消
滅
時
効
は
債
権
管
理
者
の

責
任
、
下
水
道
の
消
滅
時
効

の
例
が
あ
る
が
全
体
の
歳
入

管
理
監
督
責
任
者
が
い
な
い
。

昔
の
三
役
の
よ
う
に
税
務
課
、

会
計
室
長
に
課
長
よ
り
権
限

を
強
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　
18
年
に
改
正
さ
れ
収

入
役
は
持
て
な
い
。
管
理
体

制
を
整
え
強
化
す
る
。

税などコンビニ
からの納付可能

　２月１日から近隣のコンビニから
納付ができます。但し住宅使用料、
有線テレビ、汲取り料は受付けでき
ないとのこと。
　振込手数料は不要です。

消費税が４月１日から８％に改正されること
に伴い、上下水道料などが現在の内税方式か
ら外税方式に変更されます。
　基本料金は変わりませんが、税率変更によ
り、端数単価となりますのでご理解ください。

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
、

国
の
税
制
改
正
に
伴
い
延
滞

消費税改正による料金変更

　水道料
現行基本料金　10㎥まで　1500円（5％税込み）
改正後基本料金　　　　 　1543円（8％税込み）

　下水道料
現行基本料金　10㎥まで　1150円（5％税込み）
改正後基本料金　　　　 　1183円（8％税込み）

金
利
率
の
引
き
下
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

延
滞
金
利
率
の
引
き
下
げ

春が待たれる冬景色
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昨年 10 月 28 日から 11 月 22 日まで、町内 11 か所の地区公民館などを主会場に議会懇談会を
開催いたしました。町民の皆さまの意見や提案など直接伺い、議会活動に生かしていくのが大き
な目的であり、議員 6 人編成の 3 班が各地区を担当しました。延べ１５９名もの多くの参加者か
ら下水道不納欠損問題、企業誘致、加悦中建替えなど多岐にわたり貴重なご意見をいただきまし
たなか、限られた紙面ではありますが抜粋を報告いたします。

  野田川河川管理

１　京都縦貫道工事で野田川河川のなかに橋
脚が設置されているが、大雨の時、氾濫する
のではと心配される。
２　ゲリラ豪雨によって野田川の氾濫がある。
河川内に柳などが繁殖しており定期的に手入
れをする必要がある。

　 行政に対して

１　議会懇談会が町政懇談会の代替えとなってい
る。行政・職員が町民の声を直接聴く機会を作る
べき。
２　町政懇談会のテーマが学校統合ということ
で、それ以外は受付けないということだったが、
町民が意見を言いたいところも設けないとはどう
いうことか。
３　少子高齢化、子どもの育成も大事だが現況の
高齢者がもっと活き活きできる町づくりの推進を
求める。
４　野田川駅前は町の玄関口でもあるのにパッと
しない。町の活性化につながる施策を具体的にす
べき。
５　他の自治体で起きていることは、明日は我が
身と考え相談に乗りあえるような人と人との関係
づくりが大事ではないか。
６　岩屋区内の医師が休業されたことで住民は非
常に不安である。福祉を目指している町なら隔日
でも先生の派遣がお願いしたい。

  議会に対して

１　度重なる不祥事に対し、議会の追及や処分が
甘い。質疑にしても腰砕けのように感じるし、歯
がゆさを感じる。信念を持ってもっと頑張ってほ
しい。
２　議会は行政の言うことを丸呑みしている。町
の活性化のための積極的な提案などしてほしい。
３　懇談会で質問が出ていても実行されていない
のは、今までの方法でよいと思われているのでは
ないか。
４　岩屋峠・平地峠改修について、議員活動とし
て取り組んでほしい。

Ｑ 縦貫道の工事で野田川の河川内に橋脚が設置
されているが、大雨のとき氾濫しないか心配だ。
町は検討されたのか。
Ａ 河川管理者は京都府河川課。府道路建設課と
橋脚設置の協議がされた上、工事が実施されたも
のと判断している。

Ｑ 最終処分場にゴミを直接持込みたいが休日対
応を聞く。高齢者の場合はどのような策があるか。
Ａ 毎月第２日曜日の午前中（９時～ 11 時 30 分）
及び第３土曜日（９時～ 12 時、13 時～ 16 時）
を営業日としているのでご利用ください。また高
齢者などの世帯で処分場まで運搬困難なご家庭の
ために、「一人暮らし高齢者・高齢者世帯等大型
ゴミ運搬支援事業」制度がありますので住民環境
課までご相談ください。

　会場での質問への回答

議会懇談会

  下水道分担金問題

１　全額を弁償してくれ、補填してくれとい
うのが町民の気持ちだと思う。安易すぎる。
２　町長や副町長のみが責任を取っている現
状はおかしい。職員に対する処分はどう考え
ているのか。職員の怠慢である。
３　強制執行でもして徴収しないと正直者が
バカを見る。不公平感のないような対応をす
るべきだ。
４　厳しい財政の中「自分の金を扱う」意識
で職務を考えていただきたい。
５　監査委員の外部選出も必要ではないか。
６　徹底した再発防止策を講じてほしい。

  産業振興関連

１　働く場をどう確保していくのか、今のままだと
少子化に拍車がかかり将来の与謝野町はない。
２　大型店も含め企業誘致にもっと積極的に取り組
むべきだ。
３　産業起こしの気持ちが見えない。雇用対策も進
めてほしい。
４　町内の産業が厳しい中で財源を絞るだけでなく、
将来への展望がもてる取り組みを聞かせていただき
たい。
５　町民が困っていることに即対応する姿勢が足り
ない。企業誘致をして就職口を増やす努力、若者が
残る町、子育てをする町づくりを願う。

  加悦中建替え

１　10 年で生徒数が半減する。先を見すえた計画が
出来ているのか。
２　教育問題は子供たちにとってどうかの視点でお
願いしたい。

10 月 28 日～ 11 月 22 日に行われた

みなさんからの声

　議会懇談会での意見

・なかなか意見が出しにくい様子を考えてもう少
しやわらかい場にしてほしい。
・何かテーマを作って意見交換できればと思う。
・資料が不十分。質疑応答の中身が安直で貧弱。
・よかった。今後も懇談会を続けてほしい。

弓木公民館

明石公民館

四辻公民館
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25年度一般会計補正予算
12
月
議
会
の
よ
う
す

自
然
循
環
型
農
業
と
は

問　
豆
っ
こ
肥
料
は
、
自
然

循
環
の
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
町

内
の
豆
腐
工
場
の
お
か
ら
は

使
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

農
林
課
長　
こ
こ
１
年
の
使

用
は
な
い
。
こ
れ
は
検
査
の

結
果
従
前
よ
り
成
分
が
落
ち

た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
豆
腐
、

豆
乳
の
製
造
工
程
な
ど
の
変

更
が
原
因
と
聞
い
て
い
る
。

問　
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
町
内
産
の
大
豆
で
は
成

分
が
と
れ
な
い
こ
と
か
。

農
林
課
長　
町
内
産
の
大
豆

は
評
価
が
高
い
の
で
、
食
品

分
野
で
の
利
用
が
進
む
が
、

自
然
循
環
と
い
う
こ
と
か
ら

は
、
一
定
量
は
肥
料
に
も
使

う
検
討
を
し
た
い
。

問　

建
物
が

変
わ
れ
ば
生

徒
も
変
わ
る
。

校
舎
の
使
い

方
や
設
計
に

新
し
い
発
想

を
取
り
入
れ
、

生
徒
の
姿
勢

や
校
内
の
雰

囲
気
に
プ
ラ

ス
効
果
を
も

た
ら
そ
う
と

す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い

る
。

杉上忠義

加悦中は新発想の校舎

　
一
方
、
文
科
省
の
「
学
校

整
備
指
針
」
も
あ
る
が
、新・

加
悦
中
建
設
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目

的
に
し
た
ホ
ー
ル
な
ど
を
つ

く
り
、
住
民
に
開
放
さ
れ
た

学
校
づ
く
り
を
視
察
し
た
が
、

地
域
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い

る
。
完
成
時
期
は
。

教
育
次
長　
国
の
指
針
、
視

察
校
の
利
点
、
検
討
委
員
会

の
提
案
を
取
り
入
れ
て
、
進

め
て
い
る
。
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
が
重
要
だ
。
平
成
29

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
18
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。

　

４
月
か
ら
消
費
税
が
、
３
％
増
に
な
る
こ
と
に
よ
る
給
水
条
例
な
ど
条
例
改
正
８
件
、

指
定
管
理
者
の
指
定
９
件
な
ど
27
議
案
が
提
出
さ
れ
原
案
可
決
し
た
。
議
員
提
案
に
よ

る
意
見
書
２
件
、
請
願
２
件
、
議
員
発
議
３
件
が
提
出
さ
れ
活
発
な
議
論
が
さ
れ
た
。

　
特
に
、
下
水
道
分
担
金
問
題
に
係
わ
り
２
件
の
決
議
が
提
案
さ
れ
、「
太
田
町
長
に
対

す
る
問
責
決
議
」
が
10
対
７
で
可
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
15
人
の
議
員
が
産
業
に
関
す
る
質
問
な
ど
を
中
心
に
理
事
者

の
見
解
を
質
し
た
。　
　

災害に強い森づくり　３５００万円
老人医療費　　　　　　７７５万円
障害者福祉サービス　３７８７万円
住民自治活動　　　　　３００万円
有害鳥獣対策費　　　　２６４万円
コンビニ収納（印刷製本）１２万円
母子父子福祉医療　　　４００万円
中市加悦奥線側溝改修　３５０万円

（やすらの里南側）

井
田
義
之

不
公
平
な
土
地
取
得
単
価

伊
藤
幸
男

Ｋ
Ｔ
Ｒ
鉄
路
は
国
管
理
に

家
城
　
功

順
序
も
何
も
全
く
な
い

問　
元
々
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
の
考
え
方
か
ら
、
ど

ん
な
僻
地
や
離
島
で
も
国
民

が
平
等
に
暮
ら
せ
る
保
障
を

す
る
立
場
で
郵
便
や
国
鉄
が

明
治
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
公

共
交
通
の
鉄
道
は
国
民
の
足

を
保
障
す
べ
き
も
の
で
、
Ｋ

Ｔ
Ｒ
鉄
路
は
国
道
な
み
の
扱

い
に
す
る
よ
う
国
に
求
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長　
考
え
方
は
理
解
で
き

る
が
、
現
状
の
下
で
ど
う
経

営
安
定
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
だ
と
思
う
。

問　
加
悦
中
改
築
予
定
地
に

個
人
名
義
の
土
地
発
覚
。　

副
町
長　
将
来
的
に
も
管
理

上
も
公
有
地
が
基
本
で
あ
る
。

問　
加
悦
中
用
地
と
加
悦
最

終
処
分
場
と
２
件
計
上
さ
れ

た
が
３
倍
以
上
の
単
価
の
差

は
不
公
平
で
理
解
で
き
な
い
。

副
町
長　
加
悦
中
は
現
在
の

不
動
産
鑑
定
を
参
考
に
。
処

分
場
は
10
年
前
の
単
価
。

問　
加
悦
最
終
処
分
場
の
土

地
購
入
に
つ
い
て
、
こ
の
件

は
９
月
定
例
会
で
修
正
動
議

が
可
決
さ
れ
た
も
の
。
こ
の

修
正
動
議
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　
一
生
懸
命

長
年
に
わ
た
り
交
渉
を
進
め

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常

に
残
念
で
あ
る
と
思
う
。

問　
議
会
や
委
員
会
に
経
過

報
告
や
説
明
が
さ
れ
な
い
ま

ま
に
な
ぜ
今
回
提
案
さ
れ
た

の
か
。
修
正
動
議
の
意
味
や

重
さ
を
全
く
理
解
し
て
な
い
。

住
民
環
境
課
長　
重
く
受
け

止
め
て
そ
の
後
の
交
渉
を
進

反
対
討
論

議
会
軽
視
で
あ
る

家
城
　
功

　
本
案
件
に
つ
い
て
、
予

算
額
云
々
に
つ
い
て
の
内

容
に
対
し
全
く
異
論
は
な

い
。
し
か
し
本
案
件
に
は
、

９
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ

た
「
加
悦
最
終
処
分
場
の

土
地
購
入
」
の
件
が
含
ま

れ
て
お
り
、こ
の
件
は「
修

正
動
議
」
が
可
決
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
の
経
過
説

明
や
報
告
が
議
会
に
も
委

員
会
に
も
全
く
な
い
な
か

で
の
い
き
な
り
の
提
案
は

議
会
を
軽
視
し
た
対
応
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

二
元
代
表
の
意
味
を
も
う

一
度
理
解
い
た
だ
き
、
き

っ
ち
り
と
し
た
順
序
で
の

対
応
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
本
議
案
に
対
し
反
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

め
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

問　
町
が
土
地
を
購
入
す
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
大
き
な

こ
と
。
地
権
者
の
方
の
ご
理

解
ご
協
力
に
は
感
謝
し
て
い

る
が
、
修
正
動
議
が
出
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
多
く
の
議
員

か
ら
確
認
や
質
疑
が
さ
れ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
の
回
答
や
報

告
も
さ
れ
ず
に
い
き
な
り
の

上
程
は
、
順
序
も
何
も
全
く

な
い
。
議
会
を
軽
視
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
。

住
民
環
境
課
長　
期
限
も
あ

り
、
交
渉
し
た
結
果
を
提
案

し
た
。
配
慮
が
足
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
お
詫
び
す
る
。

町民には酷な要求 下
水
道
特
別
会
計

問　
昭
和
52
年

７
月
25
日
福
島

地
裁
判
決
を
引

用
し
て
「
正
当

な
理
由
」
が
認

め
ら
れ
ず
、
約

２
６
６
８
万
円

も
の
下
水
道
負

担
金
の
時
効
消

滅
の
住
民
監
査

請
求
に
対
し
、

11
万
円
の
請
求

と
の
監
査
結
果

が
導
き
出
さ
れ

て
い
る
が
、
最
高
裁
の
判
例

も
多
く
あ
る
な
か
で
、
判
例

を
狭
く
考
え
す
ぎ
で
は
な
い

か
と
思
え
る
が
。

代
表
監
査
委
員　
監
査
委
員

の
判
断
と
し
て
、
こ
の
結
果

を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

年
の
春
完
成
予
定
。

加
悦
図
書
室
の
充
実
を

問　
本
の
貸
し
出
し
が
、
１

日
３
０
０
冊
以
上
に
な
る
日

が
あ
る
な
ど
、
利
用
者
が
増

加
し
て
い
る
。
月
刊
誌
、
新

聞
も
揃
え
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
多
い
。
親
と
子
の
学

び
の
場
づ
く
り
と
し
て
も
重

要
で
あ
る
が
。

教
育
推
進
課
長　
来
年
度
の

予
算
を
獲
得
し
て
、
要
望
に

応
え
て
い
き
た
い
。

子ども子育て支援の充実に向けて

一般会計補正５号の主な内容

㔟 

籏
　
毅

㔟籏　毅

2年間で150万円

大豆収穫作業（インターネットより）

加悦最終処分場

只今、工事中 ( 加悦宮野橋）
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野
村
生
八

積
極
的
な
提
案
だ
が

問　
現
在
は
、
50
分
の
１
の

署
名
で
議
会
に
請
求
し
、
議

会
の
過
半
数
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
れ
ば
で
き
る
が
、
こ
れ

と
の
関
連
は
。

提
案
者　
そ
れ
は
法
律
で
さ

れ
て
い
る
の
で
、
な
く
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
別
に
加
わ
る

と
い
う
こ
と
。

問　
こ
の
間
、
合
併
に
係
わ

っ
て
多
く
の
町
で
と
り
く
ま

れ
た
が
、
議
会
で
否
決
さ
れ

て
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の

提
案
で
は
、
議
会
の
承
認
な

し
で
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。

提
案
者　
そ
の
と
お
り
。

問　
大
事
な
提
案
だ
が
、
法

律
で
議
会
の
議
決
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
議
決

が
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
に

す
る
条
例
で
、
非
常
に
重
い

内
容
だ
。
な
ぜ
、
議
員
全
員

の
議
論
を
し
て
出
す
の
で
は

な
く
、
突
然
出
さ
れ
た
の
か
。

提
案
者　
な
か
な
か
、
お
お

ご
と
に
な
る
と
の
思
い
が
あ

っ
た
。

伊
藤
幸
男

井
田
義
之

対
策
、
処
分
が
甘
す
ぎ
る

事
故
の
全
面
的
な
分
析
を

専
決
処
分
の
報
告

　
職
員
の
自
動
車
事
故

問　
「
市
町
村
合
併
の
検
証
」

報
告
に
よ
る
と
全
国
的
に
職

員
事
故
が
多
い
。
職
員
の
労

働
環
境
や
勤
務
状
況
な
ど
、

今
ま
で
の
発
生
事
故
の
分
析

を
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　
現
時
点
、
充
分

な
分
析
が
で
き
て
な
い
。
全

職
員
で
事
故
の
な
い
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
だ
。

問　
合
併
後
に
90
件
の
事
故
。

毎
月
１
回
。
今
後
の
対
策
は
。

町
長　
町
村
会
か
ら
多
す
ぎ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
幸
い
人

身
事
故
は
な
い
が
全
庁
あ
げ

て
指
導
を
強
化
す
る
。

副
町
長　
対
策
委
員
会
や
各

課
の
安
全
運
転
管
理
者
で
、

始
業
点
検
記
録
、
広
報
誌
等

で
対
応
し
て
い
る
。
指
摘
の

通
り
、
当
事
者
の
氏
名
の
公

表
や
罰
則
は
検
討
す
る
。

　町民が町政に係わる重要な事案・政策について、投票によって町民の意思を確認
し、その結果を町政に反映させるため制度化するというもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務常任委員会へ付託

住
民
監
査
請
求
の
議
員
研
修

請
　
願

　

平
成
25
年
10
月
10
日
付

で
下
水
道
分
担
金
・
負
担

金
不
納
欠
損
処
分
に
対
し

て
住
民
監
査
請
求
が
出
さ

れ
た
。

　

請
求
要
旨
は
２
６
６
８

万
円
余
の
損
失
が
報
告
さ

れ
た
が
そ
の
通
り
な
の

か
、
他
に
は
な
い
の
か
、

与
謝
野
町
と
し
て
は
最
高

責
任
者
で
あ
る
町
長
・
副

子どもたちにゆきとどいた教育をすす
めるための教育予算増額、教育諸条件
の整備・充実を求める請願書
請 願 人 　上山昭司
紹介議員　伊藤幸男　
文教厚生常任委員会へ付託

　
　
　
　
　

提
出
者　

          

　
　
　
　
　

   

全
員
賛
成
で
可
決

庶
民
の
足
に
増
税
反
対

　

臨
時
国
会
で
は
、
本
来
、

来
年
４
月
か
ら
の
消
費
増
税

に
伴
う
「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
の
議
論
を
深
化

さ
せ
、
す
べ
て
の
世
代
が
支

え
合
い
、
将
来
に
対
す
る
安

心
を
確
保
で
き
る
政
策
を
示

す
べ
き
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

平
成
26
年
度
税
制
改
正
の
焦

点
で
あ
る
自
動
車
関
連
税
制

で
、消
費
税
に
合
わ
せ
て「
軽

自
動
車
税
」
を
引
き
上
げ
る

政
府
案
が
示
さ
れ
た
。

軽
自
動
車
は
、
特
に
地
方
で

は
、
庶
民
、
零
細
企
業
、
農

林
漁
業
者
の
足
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
そ
こ
を
狙
い
撃

ち
す
る
や
り
方
に
は
断
固
反

対
す
る
。

杉
上
忠
義

提
出
者　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

大型小売店舗の秩序ある
町内進出に関する請願書
請 願 人 　　町商工会会長　安田光孝
紹介議員　谷口忠弘
産業建設常任委員会へ付託

町
長
に
損
失
金
額
を
請
求

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・・

と
い
う
も
の
。

　

回
答
期
限
は
60
日
以
内

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
12

月
初
旬
に
結
果
が
出
さ
れ

た
も
の
を
教
材
に
12
月
13

日
議
員
研
修
会
を
行
っ

た
。

 

講
師
は
代
表
監
査
委
員

の
足
立
正
人
氏
。

     発議者　

地
方
の
暮
ら
し
に
不
可
欠
な「
軽
自
動
車
税
」の

引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

不
均
一
保
険
料
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

㔟 

籏
　
毅

㔟籏　毅

賛
成
討
論

反
対

賛
成

野
村
生
八

和
田
裕
之

有
吉
　
正

杉
上
忠
義

塩
見
　
晋

宮
﨑
有
平

伊
藤
幸
男

浪
江
郁
雄

家
城
　
功

山
添
藤
真

小
林
庸
夫

多
田
正
成

井
田
義
之

糸
井
滿
雄

㔟
簱   

毅

谷
口
忠
弘

今
田
博
文

赤
松
孝
一

一般会計補正予算

第５号
15：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ―

下水道分担金問題

の徹底究明と再発

根絶を求める決議

6：11 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × ―

太田町長に対する

問責決議
10：7 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

1 2 月 定 例 会  賛 否 一 覧
○印は賛成　×印は反対　

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）
賛否の分かれた議案のみ掲載

議 員 名
議 　 案

意
見
書

元気な子どもたち

値上げされる軽自動車税



「下水道分担金」問題の徹底究明と再発根絶を求める決議
住民から厳しい批判と不信が渦巻き、住民監査請求まで出された。その後、新たに 12 月

議会では、住民監査請求の監査委審査で指摘を受け、時効が過ぎた後も ｢ 分担金 ｣223 万円
を受け取っていたことも明らかになった。これは、今年４月末に、町長や副町長、担当課長
らで協議し、住民の混乱を避けたいとの思いから ｢ 時効後の入金 ｣ を議会にも報告しなかっ
たという問題であり、この町長らの判断は、結果的には隠ぺいとも言える対応であり、断じ
て許されるものではなく、住民からの信頼を重ねて裏切る結果となった。　町長は、その直
後 12 月 9 日の本会議冒頭で、重大な判断ミスであったことを認め、改めて ｢ お詫びと再発
防止 ｣ の表明をした。　したがって議会としては、町長と全職員が、監査結果を尊重し、深
い自覚を共有し、今後、原因の徹底究明と再発防止と根絶に向け、全力を挙げることを求める。
同時に、住民の十二分な理解を得られるよう、信頼回復へ、徹底した情報公開の対応をする
ことを、強く求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　　塩見　晋
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問
責
決
議
は
法

的
拘
束
力
は
な

い
が
、
町
の
行

政
運
営
に
支
障

を
き
た
す
こ
と

も
あ
り
得
る
の

で
は
な
い
か
。

時
効
に
よ
る
下

水
道
分
担
金
不

納
欠
損
問
題
で
、

町
民
の
信
頼
を

取
り
戻
す
た
め

に
、
次
の
速
や

か
な
対
応
を
町

長
に
求
め
る
。

＊
再
度
、
具
体

的
な
ペ
ナ
ル
テ

ィ
と
し
て
の
責

　
下
水
道
分
担
金
の
不
納
欠

損
は
町
民
に
不
公
平
感
を
増

大
さ
せ
、
行
政
へ
の
信
頼
を

　
下
水
道
の

不
納
欠
損

は
、
行
政
に

時
効
の
認
識

が
な
か
っ
た

事
が
原
因
で

あ
る
。
加
え

て
、
時
効
完

成
後
に
17
件

２
２
３
万
円

を
収
納
し
て

い
た
こ
と
が

監
査
の
過
程

で
判
明
し
た
。

監
査
委
員
か

ら
指
摘
を
受

け
る
ま
で
隠

　

下
水
道
受
益
者
負
担
金

（
分
担
金
）
は
旧
町
時
代
か

ら
滞
納
金
が
積
み
上
が
り
長

年
の
間
に
消
滅
時
効
を
迎
え

て
い
た
。
こ
の
問
題
は
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
頂
き

た
い
の
は
町
の
衛
生
環
境
事

業
の
取
り
組
み
で
負
担
金
分

担
金
は
大
切
な
事
業
費
の
財

源
で
あ
る
。
私
た
ち
は
納
め

　
提
出
者
は
、
不
信
任
で
は

な
い
と
言
わ
れ
た
。
不
信
任

と
同
等
の
問
責
決
議
を
出
す

こ
と
自
体
が
そ
ぐ
わ
な
い
。

　
今
回
の
問
題
は
断
じ
て
許

さ
れ
な
い
が
町
政
全
体
を
否

定
す
る
問
責
決
議
で
は
な
く
、

「
徹
底
究
明
と
再
発
根
絶
を

求
め
る
決
議
」
こ
そ
が
議
会

と
し
て
必
要
で
あ
る
。

　
内
容
も
、
下
水
道
問
題
の

　
不
納
欠
損
問
題
は
、
新
た

に
時
効
後
に
誤
っ
て
収
納
し

な
が
ら
混
乱
を
恐
れ
公
表
し

な
か
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。

こ
れ
は
断
じ
て
許
さ
れ
ぬ
対

応
だ
。
改
め
て
町
長
が
本
会

議
で
「
私
の
大
き
な
判
断
ミ

ス
」
と
認
め
「
お
詫
び
と
再

発
防
止
」
の
決
意
表
明
し
た
。

　
そ
の
下
で
私
た
ち
は
全
会

下水道分担金問題

町長への問責決議が可決
町長の責任を問う問責決議と再発根絶を求める

２つの決議案をめぐり紛糾

　

採
決
の
結
果
、「
太
田
貴

美
町
長
に
対
す
る
問
責
決

議
」が
賛
成
多
数（
10
対
７
）

で
可
決
し
た
。

大
き
く
失
墜
さ
せ
た
。

　
そ
の
後
、
住
民
か
ら
の
監

査
請
求
の
審
査
に
よ
り
、
さ

ら
に
、
時
効
が
過
ぎ
た
後
に

２
２
３
万
円
を
受
け
取
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
当

初
か
ら
確
認
し
て
お
き
な
が

ら
、
議
会
及
び
町
民
に
報
告

せ
ず
、
町
長
、
副
町
長
、
担

宮
﨑
有
平

任
を
表
明
す
る
こ
と
。

＊
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
発
議
４
号
の
案
に
賛

成
す
る
。

有吉　正

伊
藤
　
幸
男

一
致
の
こ
の
決
議
を
呼
び
か

け
た
が
合
意
が
で
き
な
か
っ

た
。
一
方
の
「
問
責
決
議
」

は
今
迄
の
町
政
を
否
定
す
る

不
信
任
と
同
類
の
も
の
で
あ

り
、
同
意
で
き
な
い
。　
　

　
私
た
ち
は
町
長
・
全
職
員

が
徹
底
究
明
と
再
発
根
絶
に

全
力
あ
げ
、
住
民
の
信
頼
回

復
こ
そ
重
要
と
考
え
る
。

賛成討論

反
対
討
論

賛
成
討
論

野
村
生
八

反
対
討
論

本
質
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

　
与
謝
野
町
は
、
産
業
、
農

業
、
福
祉
、
防
災
な
ど
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
大
き
く
前
進
し
た
。
京

都
府
下
に
は
他
に
な
く
、
先

進
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
な
町
政
へ

の
問
責
決
議
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

多
田
正
成

賛
成
討
論

賛成討論

る
責
任
と
義
務
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
今
回
の
問
題
は
行
政
の

管
理
監
督
の
怠
慢
と
法
的
認

識
の
欠
如
、
ま
た
時
効
後
収

納
し
て
い
た
虚
偽
発
言
に
対

し
、
そ
の
管
理
責
任
の
重
さ

を
指
摘
し
、
問
責
決
議
案
の

賛
成
討
論
と
す
る
。

今田博文

し
て
い
た
。
し
か
も
、
町
長
、

副
町
長
、
担
当
課
が
相
談
し

て
隠
す
事
を
決
め
た
組
織
ぐ

る
み
の
悪
質
な
隠
ぺ
い
だ
。

　
こ
の
間
、
議
会
に
対
し
て

も
虚
偽
の
答
弁
を
繰
り
返
し

て
き
た
町
長
の
道
義
的
・
政

治
的
責
任
は
極
め
て
重
い
。

　
今
後
は
法
令
順
守
の
徹
底

と
信
頼
回
復
に
向
け
て
全
力

を
傾
注
す
べ
き
だ
。

再
発
根
絶
決
議
こ
そ
重
要

辞
職
を
要
望
す
る

問
責
は
そ
ぐ
わ
な
い

管
理
責
任
は
重
い

速やかな対応が肝要

町長の責任は重大だ

太田貴美町長に対する問責決議
　下水道分担金問題で、町民の中には行政不信と不公平感が充満している。　議会で、こ
れ以上の金額がないかと再三確認し、｢ 今後は法令を順守する ｣ と約束されたにもかかわ
らず、今回、新たに住民監査請求の審査過程で、223 万円が法的に受納できない時効後
に納付されていたのに返還措置がとられていないとの報告を受けた。しかも、議会に報告
しないことを申し合わせるなど、組織ぐるみの隠ぺいの事実も判明した。　12 月 2 日全
協で町長からは ｢ 結果的に虚偽の報告をしていた ｣ ことを陳謝されたが、陳謝の事象が多
すぎるのも事実である。加えて、町職員の自動車事故にしても人身事故はないと報告しな
がら、事実は人身事故も起きていたという実態を把握するにつけ、いろんな局面で議会を
軽視、愚弄し誠に遺憾である。　よって、今後このような事態が繰り返されることのない
よう、町長をはじめとする職員が高い意識を持って再発防止の強化を図り、法令順守の確
立に努め、信頼回復に向けて取り組むよう強く求めると同時に、町長に猛省を促し、その
責任を強く問うものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　井田義之　

当
課
長
、
主
幹
の
４
名
で
隠

蔽
工
作
と
思
わ
れ
る
行
為
を

し
た
こ
と
は
、
町
長
不
信
任

に
値
す
る
。
町
長
の
責
任
に

お
い
て
、
辞
職
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
要
望
し
、
法
的
拘
束

力
の
な
い
、
こ
の
決
議
案
に

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
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色弱テスト

一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ 

町
や
学
校
で
色
覚
検
査
の
啓
蒙
を

Ａ 

家
族
を
含
め
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
触
れ
る

塩 見 　 晋

問
　
先
天
色
覚
異
常
は
治
療
方
法
が
な

く
、
男
子
の
20
人
に
１
人
、
女
子
の

５
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
町
や
学
校
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

町
長
　
色
覚
検
査
は
町
の
健
診
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

教
育
長
　
平
成
14
年
度
か
ら
、
町
内
の

小
中
学
校
で
は
お
こ
な
っ
て

い
な
い
。

問
　
家
族
や
本
人
の
自
覚
が
な
い
場
合
も

多
い
の
で
、
学
校
で
希
望
検
査
を
し

て
、
早
期
に
色
覚
の
情
報
を
得
て
お
く
こ
と

は
、
将
来
の
進
路
設
計
に
向
け
て
必
要
な
の

で
は
。

教
育
長
　
現
在
、
進
学
時
に
色
覚
を
問

わ
れ
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
、
進
路
相
談
の
時
に
皆
に
知
ら
せ
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。
微
妙
な
色
の
識
別
が
必
要

な
職
種
で
は
就
職
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

消
費
税
増
税
の
影
響
は

問
　
平
成
26
年
度
よ
り
消
費
税
の
３
％
増

税
が
決
ま
り
、
家
庭
や
当
町
が
受
け

る
影
響
が
大
き
く
、
社
会
保
障
を
抑
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

町
長
　
平
成
26
年
度
の
地
方
消
費
税
交

付
金
は
増
え
る
が
、
多
く
の
経

費
に
３
％
が
上
乗
せ
に
な
る
の
で
、
全
体
で

は
増
収
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
町
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
見
直
し
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
寿
社

会
を
目
指
し
、
困
難
を
前
向
き
に
と
ら
え
て

い
き
た
い
。

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
持
つ
力
と
取
り
組
み

Ａ 

対
話
や
情
報
交
換
を
深
め
た
い

Ｑ 

条
例
の
理
念
を
活
か
し
、公
契
約
条
例
を

Ａ 

府
下
で
は
初
め
て
で
、今
後
の
研
究
課
題
だ

与謝野町の特産「京の豆っこ米」下請け業者にも・・・

㔟 籏 　毅

問
　
全
国
的
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が

特
産
品
の
活
用
と
併
せ
て
大
き
く
伸

び
て
お
り
、
町
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

町
長
　
与
謝
野
町
へ
の
寄
付
件
数
が
少

な
い
と
の
報
道
は
承
知
し
て
い

る
。問

　
豆
っ
こ
米
に
限
定
し
て
贈
っ
て
は
ど

う
か
。
３
万
円
の
寄
付
で
一
俵
の
米

を
特
典
に
で
き
る
。
税
の
還
付
を
考
え
る
と

実
質
２
千
円
で
一
俵
貰
え
る
こ
と
に
な
る
が
。

問
　
府
下
の
事
業
所
数
減
少
率
は
全
国
で

最
悪
、
75
％
が
赤
字
。
法
人
２
税
は

97
年
の
半
分
に
激
減
。
府
は
こ
の
4
年
間
に

商
工
会
補
助
金
を
８
千
万
円
も
削
減
、
官
公

需
の
中
小
企
業
発
注
率
も
全
国
36
位
。
非
正

規
比
率
は
ワ
ー
ス
ト
３
位
。
今
の
知
事
の
下

で
押
付
け
合
併
を
強
行
し
、
自
治
体
職
員
数

も
５
０
０
人
減
り
、
12
の
土
木
事
務
所
も
７

に
統
合
。
そ
の
影
響
は
府
下
各
地
の
災
害
で
、

甚
大
な
被
害
拡
大
の
要
因
と
な
り
、
各
地
で

伊 藤 幸 男

集
落
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　
本
町
は
中
小
企
業
条
例
を
作
り
、
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
た
。
①
同
条
例
理
念
を
活
か
す

た
め
他
条
例
の
見
直
し
は
。
②
同
理
念
を
考

え
る
と
公
契
約
条
例
が
い
る
の
で
は
。
③
低

所
得
者
対
策
は
。
④
高
齢
・
人
口
減
の
集
落

維
持
対
策
は
。

町
長
　
①
条
例
理
念
を
町
の
責
務
と
し

て
経
済
循
環
す
る
よ
う
全
課
に

通
達
し
た
。
②
公
契
約
条
例
は
府
下
で
も
作

っ
た
町
は
な
く
、
研
究
課
題
。
③
業
者
が
元

気
に
な
ら
な
い
と
住
民
所
得
は
増
え
な
い
。

低
所
得
者
対
策
は
既
存
制
度
や
減
免
制
度
を

活
用
し
進
め
る
。
④
住
民
が
協
力
し
合
い
地

域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
。
維
持
が
で

き
ず
再
編
し
た
隣
組
も
あ
る
が
、
住
民
の
意

向
が
大
事
。
そ
の
支
援
策
は
協
働
で
進
め
る
。

町
長
　
全
国
的
に
や
や
過
度
の
傾
向
も

あ
り
、
実
際
に
寄
付
を
さ
れ
る

方
々
と
の
対
話
や
情
報
交
換
で
与
謝
野
町
の

魅
力
や
取
り
組
み
を
発
信
し
た
い
。

ど
う
な
る
認
可
外
保
育
所

問
　
認
定
子
ど
も
園
制
度
で
、
認
可
外
保

育
所
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
裁
量
が

働
き
、
原
則
認
可
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
。
い
ろ
ん
な
課
題
は
あ
る
と
し
て

も
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
な
る
の
か
。

町
長
　
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
地

域
型
保
育
事
業
へ
の
位
置
づ
け
、

若
し
く
は
認
可
保
育
所
等
へ
の
転
換
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
施
設
と
協
議
し
、
子
ど
も
子

育
て
会
議
で
検
討
願
う
こ
と
に
な
る
。

地
籍
調
査
の
検
証
が
必
要

問
　
こ
こ
ま
で
遅
れ
る
と
不
満
の
声
は
大

き
い
。

副
町
長　
遅
延
地
区
の
早
期
解
消
は
効

　
率
的
な
業
者
委
託
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

「
一
般
質
問
」
は
定
例
議
会
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主
導

に
よ
る
政
策
論
議
で
あ
る
が
、
質
問
者
も
受
け
る
執
行
機
関
も
共
に
十
分
な
準
備
が
必

要
な
た
め
事
前
通
告
制
と
な
っ
て
い
る
。

「
質
疑
」
は
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
疑
問
点
を
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。
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Ｑ 
２
期
目
の
評
価
と
次
期
選
挙
の
出
馬
は

町民の審判は・・・

Ａ 
及
第
点
で
あ
る
。出
馬
表
明
は
現
時
点
で
き
な
い

Ｑ 

赤
字
財
政
の
具
対
策
と
財
政
分
析
を
問
う

Ａ 

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
、機
構
の
見
直
し
を
す
る

企画財政課

多 田 正 成

問
　
２
期
目
の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

自
己
採
点
は
。

町
長
　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
及
第
点

と
宿
題
が
あ
る
。

問
　
今
後
の
町
の
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

将
来
の
展
望
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町
長
　
庁
舎
の
件
、
小
中
幼
保
の
統
廃

合
、
ご
み
処
理
施
設
等
々
、
道

半
ば
で
は
あ
る
が
着
実
に
歩
ん
で
い
る
。
今

後
も
実
現
に
向
け
前
進
す
る
と
確
信
し
て
い

る
。問

　
平
成
26
年
よ
り
赤
字
財
政
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。
赤
字

に
し
な
い
効
率
的
、
効
果
的
な
組
織
体
制
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長
　
第
二
次
行
革
大
綱
の
計
画
を

粛
々
と
進
め
る
こ
と
こ
そ
が
、

赤
字
に
な
ら
な
い
対
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
12
月
２
日
に
示
し
た
よ
う
に
、
野
田

川
庁
舎
を
閉
鎖
し
機
構
改
革
を
実
施
す
る
。

　

家 城 　 功

問
　
４
月
の
町
長
選
挙
に
出
馬
さ
れ
る
予

定
は
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
花
開

か
せ
る
時
期
だ
と
考
え
て
い
る

が
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

積
極
的
な
産
業
振
興
を

問
　
既
存
の
企
業
・
事
業
者
へ
の
支
援
や

育
成
を
強
化
す
る
と
９
月
議
会
で
聞

い
た
が
全
く
で
き
て
い
な
い
。
積
極
的
な
取

り
組
み
を
す
べ
き
。

町
長
　
当
町
に
あ
っ
た
企
業
誘
致
を
進

め
る
。

商
工
観
光
課
長
　
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　

消
防
団
の
装
備
充
実
を

問
　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う

使
命
の
も
と
に
、
命
を
懸
け
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
消
防
団
の
装
備
充
実

は
行
政
の
責
任
で
あ
る
。
防
火
服
の
要
望
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
早
急
に
対
応
を
。

町
長
　
要
望
に
対
し
て
対
応
す
る
検
討

を
進
め
て
い
る
。
充
実
を
図
り

た
い
。

問
　
町
が
保
有
す
る
公
有
財
産
の
有
効
活

用
や
財
源
確
保
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

町
長
　
売
却
や
貸
し
付
け
に
よ
り
進
め

た
い
が
、
現
実
に
活
用
可
能
な

も
の
、
利
用
が
困
難
な
も
の
な
ど
一
律
に
は

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問
　
合
併
に
よ
る
国
か
ら
の
特
例
処
置
も

終
盤
を
迎
え
て
い
る
。
公
共
施
設
の

統
廃
合
は
維
持
管
理
費
の
抑
制
と
将
来
へ
の

展
望
を
進
め
る
こ
と
だ
が
、
具
体
論
は
あ
る

の
か
。

町
長
　
耐
用
年
数
の
到
来
、
施
設
の
更

新
費
用
は
莫
大
な
費
用
に
な
る
。

京
都
府
も
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要

性
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
統
廃
合
も
こ
の
取

り
組
み
の
な
か
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
ま
ず
当
町
の
公
共
施
設
白
書
を
町
民

に
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長
　
施
設
毎
の
費
用
、
管
理
費
、
利

用
料
な
ど
の
デ
ー
タ
の
作
成
に

取
り
か
か
る
。

有 吉 　 正

Ｑ 

役
割
理
解
と
責
任
を
果
た
す
産
業
振
興
を

Ａ 

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
把
握
し
た
産
業
振
興
に
努
め
る

Ｑ 

産
業
・
仕
事
関
連
の
専
門
部
設
置
を
求
む

小 林 庸 夫

Ａ 

住
民
生
活
に
密
着
し
た
部
門
を
優
先
す
る
考
え

期待される商工観光課 市場小学校を中心に２㎞圏

問
　
国
の
農
業
政
策
に
対
応
で
き
る
町
の

方
針
は
。

町
長
　
農
地
の
集
積
が
肝
要
。
京
力
農

場
プ
ラ
ン
作
り
に
期
待
す
る
。

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
結
果
は
さ
て
お
き
、

国
の
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
る
。

40
年
余
続
い
て
き
た
減
反
政
策
の
４
年

後
の
廃
止
と
平
成
26
年
度
か
ら
戸
別
所
得
補

償
制
度
も
現
行
の
２
分
の
１
に
な
る
。

　
今
、
町
で
は
地
域
の
プ
ラ
ン
作
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
大
事
な
点
は
何
か
。

問
　
町
民
の
最
大
要
望
で
あ
る
「
新
た
な

る
産
業
起
こ
し
へ
の
支
援
と
雇
用
の

確
保
」
に
応
え
る
た
め
に
も
機
構
改
革
を
機

に
、
企
業
訪
問
・
展
示
会
・
人
脈
発
掘
な
ど

行
動
す
る
部
門
を
設
け
る
べ
き
。

町
長
　
産
業
振
興
会
議
か
ら
の
提
言
を

受
け
、
今
後
の
取
り
組
み
を
検

討
し
た
い
。

問
　
住
民
ニ
ー
ズ
が
一
番
高
い
課
題
で
あ

り
、
努
力
が
町
民
に
は
目
に
見
え
な

町
長
　
地
域
の
担
い
手
と
な
る
農
家
を

定
め
、
そ
の
担
い
手
に
ど
の
農

地
を
集
積
し
て
い
く
の
か
を
話
し
合
う
こ
と

が
大
事
だ
。

問
　
農
地
の
集
積
を
進
め
る
た
め
、
荒
廃

農
地
を
な
く
す
た
め
に
も
、
農
地
銀

行
が
作
れ
な
い
か
。
先
進
地
も
あ
る
。

町
長
　
国
で
は
農
地
中
間
管
理
機
構
の

設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
農

業
委
員
会
と
と
も
に
検
討
し
た
い
。

小
学
校
の
統
廃
合

問
　
予
想
で
は
、
平
成
28
年
に
岩
屋
小
に

複
式
学
級
が
で
き
る
。
保
護
者
の
切

実
な
る
声
や
不
安
の
声
も
聞
く
。
市
場
小
へ

の
交
通
手
段
と
施
設
の
後
利
用
は
。

教
育
長
　
遠
距
離
通
学
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
４
km
と
い
う
交
付

税
算
定
基
準
も
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
協
議

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
の

人
の
思
い
入
れ
の
あ
る
校
舎
、
体
育
館
な
ど

の
活
用
方
法
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
じ
っ
く

り
と
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

い
か
ら
繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
。
仕
事
場
確

保
の
た
め
に
行
政
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
限
ら
れ
た
職
員
・
予
算
の
中
で

他
所
に
負
け
な
い
だ
け
の
こ
と

は
し
て
い
る
が
引
き
続
い
て
努
力
し
た
い
。

職
員
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は

問
　
下
水
道
不
納
欠
損
問
題
で
先
人
の
瑕か

疵し

で
も
今
、
組
織
を
担
っ
て
い
る
立

場
の
者
で
責
任
を
取
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

町
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

時
効
と
い
う
こ
と
に
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
、

指
摘
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
重
さ
は
あ

る
と
思
う
。
町
長
と
し
て
職
員
に
協
力
を
仰

が
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
住
民
監
査
請
求
の
勧
告
に
従
っ

て
対
応
し
た
い
。
間
違
っ
た
対

応
を
し
て
も
い
け
な
い
の
で
、
顧
問
弁
護
士

と
も
相
談
し
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Ｑ 

若
者
の
職
場
作
り
の
努
力
が
足
り
な
い

Ａ 
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
戻
っ
て
議
論
を
継
続
す
る

谷 口 忠 弘

Ｑ 

Ｋ
Ｔ
Ｒ
野
田
川
駅
の
整
備
と
地
域
振
興

Ａ 

駅
の
機
能
充
実
を
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

杉 上 忠 義

若者の働く場を整備が待たれる野田川駅

問
　
雇
用
拡
大
で
の
既
存
企
業
へ
の
支
援

は
勿
論
だ
が
、
企
業
誘
致
へ
の
取
り

組
み
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長
　
京
都
府
の
企
業
誘
致
推
進
会
議

で
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

問
　
年
８
万
円
の
負
担
金
を
払
っ
て
い
る

が
、
情
報
収
集
や
当
町
の
魅
力
発
進

が
全
く
で
き
て
い
な
い
。

商
工
観
光
課
長
　
年
１
回
東
京
で
説

明
会
や
懇
談
会
を

問
　
海
の
京
都
・
観
光
戦
略
拠
点
を
結
ぶ

観
光
交
流
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
Ｋ

Ｔ
Ｒ
の
「
駅
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
駅
機

能
、
駅
周
辺
の
整
備
と
未
利
用
地
の
活
性
化

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
天
橋
立
駅
の
全

面
改
修
は
、来
年
度
完
成
予
定
。「
野
田
川
駅
」

も
「
海
の
京
都
構
想
」
を
好
機
と
と
ら
え
全

面
改
修
す
る
時
期
で
あ
る
が
。
具
体
的
に
は

①
野
田
川
駅
の
貴
重
な
備
品
を
活
か
し
た
駅

舎
に
②
交
流
の
場
づ
く
り
③
観
光
協
会
を
移

行
っ
て
い
る
。

問
　
年
１
回
ぐ
ら
い
の
活
動
で
は
話
し
に

な
ら
な
い
。
一
般
的
に
職
員
は
事
務

能
力
に
は
優
れ
て
い
る
が
、
営
業
力
や
人
脈

が
必
要
な
企
業
誘
致
活
動
は
、
少
し
不
慣
れ

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
職
員
数
削
減

の
中
、
現
在
の
職
員
体
制
で
は
情
報
集
め
や

交
渉
事
な
ど
、
成
果
に
時
間
の
係
る
仕
事
は

無
理
で
あ
る
。
こ
こ
は
民
間
人
を
活
用
す
べ

き
。町

長
　
産
業
振
興
会
議
で
い
ろ
ん
な
議

論
が
さ
れ
て
お
り
、
近
く
提
言

を
い
た
だ
く
。

問
　
提
言
も
大
事
だ
が
、
結
局
誰
が
そ
の

任
を
負
い
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
か
だ
。
今
般
、
京
丹
後
市
で
は
、
思
い

切
っ
た
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
理

念
だ
け
で
は
な
し
に
施
策
制
度
を
も
含
ん
だ

条
例
を
作
ら
れ
た
。
強
い
意
気
込
み
を
感
じ

る
。町

長
　
当
町
に
あ
っ
た
企
業
誘
致
を
考

え
る
が
、
京
丹
後
市
と
も
連
携

し
て
い
き
た
い
。

転
し
、
駅
舎
管
理
、
切
符
販
売
、
観
光
案
内
、

特
産
品
販
売
な
ど
を
行
う
④
安
心
・
快
適
な

ト
イ
レ
に
⑤
来
年
度
に
向
け
て
施
策
の
骨
格

を
固
め
て
い
く
時
期
。
地
域
振
興
に
、
経
済

力
が
足
り
な
け
れ
ば
、
世
代
を
超
え
た
「
文

化
力
」
で
「
地
域
再
生
」
の
序
曲
を
奏
で
た

い
が
。

町
長
　
来
訪
者
が
駅
に
降
り
立
た
れ
た

際
の
「
お
も
て
な
し
」
の
重
要

性
は
、
認
識
し
て
い
る
。
①
②
③
機
能
充
実

に
有
益
だ
と
思
う
の
で
、
関
係
者
と
共
に
検

討
す
る
。
観
光
協
会
の
駅
へ
の
移
転
は
ひ
と

つ
の
考
え
だ
が
、
協
会
の
意
向
が
第
一
。
④

早
急
に
対
応
し
た
い
⑤
町
の
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｑ 

岩
滝
体
育
館
の
耐
震
状
況
は

Ａ 

耐
震
基
準
に
は
大
規
模
な
改
修
が
必
要
に
な
る

宮 崎 有 平

Ｑ 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
度
を
問
う

Ａ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
実
践
さ
れ
て
い
る

岩滝体育館町長のマニュフェスト

問
　
岩
滝
体
育
館
の
耐
震
状
況
と
着
工
の

時
期
は
い
つ
か
。
ま
た
、
改
修
費
用

が
高
く
な
っ
た
場
合
、
建
て
替
え
も
選
択
肢

に
入
る
の
か
。

町
長
　
耐
震
診
断
の
委
託
期
間
を
当
初

９
月
末
と
し
て
い
た
が
、
診
断

の
結
果
、
通
常
の
補
強
工
事
で
は
、
耐
震
基

準
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
こ
と
が
解
り
、
新
し

く
屋
根
を
作
り
替
え
て
内
部
改
修
を
全
面
的

に
行
う
必
要
が
あ
る
。
委
託
期
間
を
１
月
20

日
ま
で
延
長
し
た
。
着
工
期
間
は
、
長
期
に

渡
る
工
期
が
見
込
ま
れ
る
が
、
利
用
者
と
の

調
整
も
あ
り
、
時
期
は
答
え
ら
れ
な
い
。
改

修
費
用
に
よ
っ
て
は
、
建
て
替
え
る
選
択
肢

も
あ
る
が
、
防
災
上
の
観
点
も
含
め
、
町
全

体
で
総
合
的
に
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
は

問
　
与
謝
野
町
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
京
都
府
か
ら
出
さ
れ
た
が
、

特
別
警
戒
区
域
の
住
民
に
危
険
性
を
知
ら
せ

る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、避
難
経
路
と
方
法
は
。

町
長
　
町
内
全
て
の
地
域
の
調
査
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
警
戒
地
域

を
地
図
に
落
と
し
込
み
、
住
民
が
土
砂
災
害

の
危
険
性
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
災
害
へ
の

関
心
、
防
災
意
識
等
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
マ
ッ
プ
の
各
世

帯
へ
の
配
布
は
、
来
年
を
目
指
し
て
い
る
。

山 添 藤 真

問
　
与
謝
野
町
が
誕
生
し
て
以
来
、
２
度

に
わ
た
り
、
こ
の
ま
ち
の
リ
ー
ダ
ー

を
決
定
す
る
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。

太
田
町
長
は
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
施
策

に
つ
い
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
に
発
行
さ
れ
た
選
挙
ビ
ラ
で
は
、

恊
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
に
取
り
組
み
た
い
10
の
重

点
課
題
を
約
束
と
い
う
か
た
ち
で
示
さ
れ
た
。

そ
の
達
成
度
は
。

町
長
　
進
捗
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。

私
が
何
よ
り
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
主
人
公
で
あ
る

住
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
践
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。
こ
れ
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

問
　
下
水
道
問
題
で
行
政
と
住
民
の
信
頼

関
係
が
失
墜
し
て
し
ま
っ
た
今
で
も
、

恊
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
　
答
弁
は
さ
し
ひ
か
え
る
。
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Ｑ
「
な
ぜ
隠
し
て
い
た
」下
水
道
の
分
担
金

Ｑ 
空
き
家
適
正
化
条
例
等
の
制
定
を

Ａ
来
年
度
に
は
本
格
的
に
始
め
て
い
く

和田裕之

増える空き家下水道課

Ａ
隠
す
気
は
な
か
っ
た
が
結
果
的
に
そ
う
な
っ
た

問
　
空
き
家
対
策
に
関
し
て
は
、
昨
年
の

私
の
議
会
で
の
質
問
で
は
、
ま
ず
は

実
態
調
査
を
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
約
１
か
月
を
か
け
て
職
員
１
３
０
名
の

尽
力
に
よ
り
実
態
調
査
を
さ
れ
た
。

　
調
査
方
法
、
件
数
、
状
態
は
。

町
長
　
町
内
全
体
で
４
４
９
戸
で
あ
り
、

損
壊
な
し
が
３
７
８
件
、
一
部

損
壊
55
戸
、
倒
壊
の
恐
れ
あ
り
16
戸
で
あ
っ

た
。
調
査
方
法
は
、
私
有
地
で
あ
り
入
れ
な

問
　
５
年
を
過
ぎ
て
収
納
し
て
は
な
ら
な

い
分
担
金
２
２
３
万
円
を
受
け
取
り

「
表
に
出
る
と
や
や
こ
し
い
」
か
ら
と
隠
し

た
の
は
、
町
民
に
対
す
る
裏
切
り
行
為
だ
。

町
長
　
整
理
で
き
た
ら
公
表
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
。

問
　
組
織
を
上
げ
て
の
隠
ぺ
い
工
作
だ
。

町
長
　
申
し
訳
な
い
。

問
　
下
水
道
の
分
担
金
２
６
６
８
万
円
が

不
納
欠
損
と
な
っ
た
。
す
で
に
支
払

い
。
あ
く
ま
で
公
道
か
ら
の
目
視
で
あ
り
、

概
数
で
あ
る
。
苦
情
や
要
望
は
防
犯
・防
災・

環
境
の
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、「
与
謝
野
町

空
き
家
等
対
策
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
」
を

制
定
し
、
庁
舎
内
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し

た
。

問
　
今
後
の
詳
し
い
調
査
や
対
応
に
は
、

目
視
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
敷
地
内

や
建
物
内
へ
入
る
に
は
、「
立
ち
入
り
調
査

権
」
が
必
要
で
あ
り
、
条
例
に
よ
る
制
定
で

可
能
に
な
る
。
ま
た
、
制
定
に
よ
り
指
導
・

勧
告
・
措
置
命
令
が
で
き
、
空
き
家
の
適
正

管
理
に
は
条
例
制
定
が
必
要
だ
。
こ
の
問
題

は
、
大
き
な
喫
緊
の
課
題
だ
。
い
つ
ご
ろ
ま

で
に
制
定
を
し
、
対
応
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
来

年
度
か
ら
本
格
的
に
進
め
て
い

く
。

っ
た
人
と
の
不
公
平
感
が
増
大
し
て
い
る
。

町
長
　
法
律
が
あ
る
以
上
難
し
い
が
、

少
し
で
も
不
公
平
感
を
払
拭
で

き
る
方
策
が
な
い
か
研
究
し
た
い
。

職
員
の
英
知
を

問
　
多
様
化
し
て
い
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
、
全
課
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
町
づ
く
り
の
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。

町
長
　
そ
の
時
々
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
作
り
対
応
し
て
い
る
。

問
　
重
要
課
題
は
事
務
分
掌
表
に
入
れ
て
、

全
職
員
の
仕
事
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
だ
。

町
長
　
参
考
に
し
た
い
。

職
員
の
中
途
採
用
を

問
　
社
会
的
な
経
験
を
つ
ん
だ
人
材
を
積

極
的
に
採
用
し
て
、
新
し
い
風
を
入

れ
る
べ
き
だ
。

町
長
　
素
直
に
仕
事
を
覚
え
る
新
卒
者

を
採
用
す
る
。

今 田 博 文

Ｑ 

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
か
れ
た
病
院
に

Ａ 

住
民
の
声
を
反
映
で
き
る
よ
う
要
望
は
す
る

野 村 生 八

Ｑ 

野
田
川
本
川
の
雑
草
は
草
焼
き
が
最
善

Ａ 

む
ず
か
し
い
と
思
う
が
一
度
関
係
者
協
議
す
る

雑木の生える野田川下流 北部医療センター

問
　
府
立
与
謝
の
海
病
院
が
民
営
化
さ
れ
、

半
年
が
過
ぎ
た
。
引
き
続
き
、
北
部

の
基
幹
病
院
と
し
て
、
高
度
医
療
が
で
き
る

病
院
と
し
て
、
京
都
府
が
責
任
を
持
つ
よ
う

求
め
て
き
た
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
と
し
て
充
実
す
る

た
め
に
も
、
地
元
の
声
を
聞
く
場
を
も
つ
よ

う
求
め
て
き
た
。
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
な

っ
て
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

問
　
先
日
の
議
会
懇
談
会
で
下
流
部
の
水

害
に
対
す
る
心
配
の
声
を
多
く
聞
い

た
。最

近
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
国
道
の
通

行
止
め
、
商
店
へ
の
浸
水
、
田
畑
等
へ
の
水

害
が
再
三
起
き
て
い
る
。

期
成
同
盟
会
等
の
協
議
内
容
・
要
望
活

動
は
。

町
長
　
人
家
被
害
を
優
先
し
、
中
流
・

下
流
に
つ
い
て
も
、
国
・
府
に

出
向
き
予
算
要
望
を
し
て
い
る
。

町
長
　
北
部
医
療
体
制
推
進
会
議
が
開

か
れ
、
地
元
の
病
院
長
、
医
師

会
長
、
市
町
長
が
参
加
し
た
が
、
今
後
患
者

の
声
が
反
映
で
き
る
よ
う
要
望
は
し
て
い
く
。

　
研
修
医
は
４
人
か
ら
６
人
に
増
え
た
。

問
　
京
都
府
知
事
は
、
脳
梗
塞
な
ど
の
命

に
関
わ
る
緊
急
手
術
は
、
舞
鶴
に
搬

送
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
言
わ
れ
て
い
る
。

大
丈
夫
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
搬
送
し
な
く

て
も
い
い
病
院
に
す
べ
き
だ
。

町
長
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
要
望
し
て
き
た
し
、
今
後
も

要
望
し
て
い
く
。

問
　
命
に
関
わ
る
重
篤
な
患
者
の
搬
送
は
、

福
知
山
市
民
病
院
の
地
域
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
送
す
べ
き
だ
。

町
長
　
治
療
が
で
き
る
病
院
に
搬
送
す

る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
と
思
う
。

消
防
組
合
な
ど
で
、
打
つ
手
が
あ
る
の
か
検

討
し
て
い
く
。

問
　
河
川
敷
に
柳
が
乱
立
、
雑
草
も
生
い

茂
り
、
増
水
時
の
流
れ
が
悪
く
阿
蘇

海
の
富
栄
養
化
の
原
因
で
も
あ
る
。

以
前
は
年
に
一
度
は
草
焼
き
が
実
施
さ

れ
た
。
草
焼
き
の
効
果
は
害
虫
（
ツ
ツ
ガ

ム
シ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
）
の
駆
除
、
炭
は
水

を
浄
化
し
、
加
え
て
美
し
い
新
芽
が
生
え
る
。

昔
の
人
の
知
恵
を
参
考
に
、
町
主
導
で
実

施
す
べ
き
だ
。

町
長
　
野
田
川
は
府
の
管
轄
で
あ
り
火

の
心
配
、
野
鳥
の
会
、
漁
業
者

の
こ
と
も
あ
り
む
ず
か
し
い
が
協
議
す
る
。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
と
町
道

問
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
の
現
状
と
今
後
の
対
応

は
。

町
長
　
６
月
か
ら
進
展
な
い
が
府
に
申

請
さ
れ
、
町
の
意
見
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
も
考

慮
し
対
応
し
た
い
。

問
　
町
道
亀
山
中
地
線
は
一
旦
廃
止
す
べ

き
で
な
い
か
。

町
長
　
そ
の
方
向
で
進
め
る
。

井 田 義 之
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地
蔵
山
遺
跡
は
幾
地
井
根

谷
に
あ
り
、
鎌
倉
～
室
町
時

代
に
造
ら
れ
た
墓
地
の
跡
で

す
。
当
時
は
貧
富
の
差
が
激

し
く
誰
も
が
お
墓
を
作
ら
れ

る
よ
う
な
経
済
状
態
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
身
分
の
高
い

人
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

石
仏
や
五
輪

塔
・
石
を
組
ん

だ
り
土
を
盛
り

上
げ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
の
お
墓
が
今

日
ま
で
非
常
に

よ
く
残
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
遺

跡
で
あ
り
、
学

問
的
に
も
貴
重

な
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
37
年
に

加
悦
谷
高
校
と

地
区
民
に
よ
り
、
階
段
状

に
削
平
さ
れ
た
平
坦
部
を

被
っ
た
表
土
を
取
り
除

き
、
埋
没
し
て
い
た
石
造

物
を
当
時
の
状
態
に
復
元

し
現
在
の
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
翌
昭
和
38
年
に

幾
地
史
跡
保
存
会
が
発
足

し
、
由
緒
の
立
札
設
置
と

地蔵山遺跡のお地蔵さん

三河内・岩屋
学童クラブ

地
蔵
山
遺
跡
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　
　

坂
根
信
男

平
成
23
年
京
都
府
教
育
委
員
会
指
定

史
跡
名
勝　
天
然
記
念
物　
地
蔵
山
墳
墓

がんばってい
ます

31

　今年度から、三河内小学校児童と岩屋小学校児童が一緒
になり、校区の壁を越えて毎日子ども達の笑い声がきこえ
ます。
　三河内幼稚園下の少しおりた所の民家をお借りして運営
している三河内・岩屋学童クラブですが、町内の学童保育
施設のなかでは一番広いホールがあり、雨が降ったり雪が
降ったりして外遊びができない日でも、思いっきり体をつ
かって遊ぶことができます。寒い冬の季節でも子ども達は
関係なし。「暑い、暑い！」と靴下を脱ぎ、続いて上着を一
枚脱いで元気に遊びまわっています。
　また、ホール以外の保育室では、ブロックや読書、工作
など『静』の遊びも集中して取り組める子ども達は、熱中

すると今までの元気はどこに行った？と思えるほど静
かな保育室にさまがわりします。
　インフルエンザ等の感染症も気になる季節ですが、
うがい・手洗いをしっかり行い、笑顔で元気に登所で
きるよう見守っていきたいです。

区
民
有
志
に
よ
る
清
掃
活
動

が
は
じ
ま
り
、
お
盆
に
は
地

元
養
源
院
住
職
に
よ
る
供
養

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
地
蔵
山
遺
跡
保

存
会
と
名
称
が
変
わ
り
、
現

在
28
名
の
会
員
で
貴
重
な
京

都
府
の
文
化
財
の
維
持
管
理

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
春
に

は
ツ
ツ
ジ
も
咲
き
誇
り
ま
す

の
で
是
非
一
度
お
越
し
く
だ

さ
い
。


